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ご質問、ご要望等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

たくさんの卒業生・在校生・大学関係者の皆さんのお越しをお待ちいたしております。 

国立大学法人鹿屋体育大学東京サテライトキャンパス（小川，岩崎） ［開所時間］平日 9時 00分～18時 00分 

 〒113-0033東京都文京区本郷３丁目１５－９ SWTビル５階            ＊夜間授業時間開所 

TEL 03-5840-9428  FAX 03-5840-9429 E-mail satellite@nifs-k.ac.jp 

2 月の主な行事 

  新年を迎えてから最初のサテライト通信です。今年もよろしくお願い致します。 
 
ここサテライトキャンパスでは、今月も貯筋運動教室、大学説明会、鹿屋とを繋いだ授業などが行われ、貯筋

運動教室は本年度の開講予定を全て終了しました。また、大学説明会には多くの方が参加してくださいました。 

 

 

  

2月9日(土) スポーツ実践研究推進シンポジウム 

2月14日(木)、15日(金) 公開講座『転倒予防のため 
のバランス運動の実践』 

２月16日(土) スポーツ産学連携教育に関する国際 
セミナー2013 

2月16日(土) 保健体育授業づくりｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ in 鹿屋 

編集後記 

サテライトのある文京区は多くの大学と多くのオフィスビ
ルがあります。そのため、朝夕の通勤・通学時間にはスーツ
を着たサラリーマンや学生で道が埋め尽くされます。 
来年の就職活動も始まっています。学生は同じ道を歩い

ているサラリーマンをみてどう感じているのかしら・・と、
ふと考えてしまいました。スーツ姿の沢山のサラリーマン
が道を埋め尽くして歩いている・・そんな光景は鹿屋で見
ることはなかったですから。   通信スタッフ 小川 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ講義、今年は第 3 期生三浦さんから 『来訪者紹介』 第 20 期卒業生 小池大輔さん 

 

 

第20期卒業生の小池と申します。 
現在Petボトルのラベルをメインとして製造してい

る会社で営業６年目となります。B to Bの会社なので
知名度は低いですが、国内シェア65％、コーラ、おー
いお茶、ポカリスエットなどを筆頭に大手飲料会社様
はすべて製造させていただいておりますので知らず
に皆様と関わらせていただいております。現在、体育
と全く関係ない分野で仕事をして思うことがありま
す。鹿屋体育大学のOB・OGの能力、もっと言えば、
スポーツや体育を本気でやってきた人間の能力のす
ばらしさです。根性は言うに及ばず、課題解決能力、
ノミニケーション能力に至っては突出していると思っ
ております。現在多くの学生が教員や指導者をめざし
ていると思いますが、可能性を限定せず、他の学生に
ないアドバンテージを生かして、い 
ろいろな分野で活躍してくれたらと 
思います。また、それに負けないよ 
うに自分も頑張りたいと思います。 

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 

小池さんには、サテライトでの行事や同窓会活動に 
お忙しいながらも積極的に参加してもらい、貢献いた
だいています。『鹿屋』をキーワードに、世代関係な
く打ち解けあえる時間はこの上なく楽しい時間です。
そんな鹿屋仲間が切磋琢磨できる輪がこれからもっ
と広く強く拡がって欲しいと、頼もしい後輩に出会う
度に感じずにはいられません。小池さん今年も体調に
は気をつけて益々ご活躍ください！ 
 応援しています。 

 

貯筋運動教室、本年度無事「修了」！！ 

昨年 4 月から全 28 回の予定で実施してきました貯筋
運動教室が１月 28 日（月）の教室をもって無事修了し
ました。貯筋を継続することの大切さを実感されている
参加者の皆さんは、夏休み期間も自主的に集まって活動
されるなど、積極的に貯筋に取り組んでこられました。
成果は皆さんの笑顔と、足取りの軽さ、身のこなしの軽
快さにしっかり現れていると感じています。参加者の皆
さん、8 ヶ月間お疲れさまでした。 
これからも休まず“貯筋”続けてくださいね。 

 

今年のサテライトの授業は、学部 2 年生を対象とした
卒業生三浦裕子さんのｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝの講義からスタートし
ました。この授業をサテライトから発信するのは、三浦
さんで 3 人目です。後輩たちに対し、 
三浦さんの経歴に沿って、どのように 
キャリアを積み上げ、独立し会社を立 
ち上げられたかなどを話していただき 
ました。最後に、先輩ならではのメッ 
セージを受け取り後輩たちはそれぞれ 
の感想を持ったと思います。ふとした時先輩の言葉を思
い出し、今後に活かして欲しいと願います。 


